






















































1) C' R・ハムフェリー?環境・エネルギー・役会Ji前田久義{也訳， ミネルヴァ書房， 1996 































また， 1998年には経済協力開発機構 (OECD) も国連環境問発会議のリオ宣言を受






























3 ) 染宮昭三宅 (r化学経済J47巻10号， 2000年， p.43) 
4 ) 染宮紹主主「グリーンケミストリーからみた高分子合成プロセスの選択J(r高分子j49巻12
号， 2000年， p. 822-825) 

















は， (l)加工性がよい， (2)耐候性，耐薬品性に{憂れる， (3)難燃性である，
(4 )可塑剤の添加で軟質から硬質まで幅立い用途に用いることができる， (5)機械











6 ) 真野弘「地球をまもる高分子技J 分子 49巻12号， 2000{f， pp. 830-833) 
7) 係敏夫「砂漠の緑化J(訂~:J分子 49巻12~' ， 2000年， p. 367-370) 
8引) 竹村康1彦玄 fボスト PVC材料としての熱j可)口潟町H幻r守塑i性全キ杉」料の炭E妥J 釘汗己正;
f令iド三， pp. 834-837) 
9) 'f'j'木啓「環境にやさしい主主料用樹JJ旨の開発J げ高分二日 49~さ8 号 ， 2000i手，pp. 552-556) 



















A. 健康 B. 金銭 c.仕事 D. 趣味 E その他(
OE当然を保護すれば，人間の健康も守られると思うか。
A. どちらかというと思う B.思わない c.どちらともいえない
O環境問題についてどの程度関心があるか。
A. 非常にある B. やゃある c.あまりない D.全くない
0危機感や関心をもっている潔境陪題にはどのようなものがあるか。(援数可)
A.温暖化 B. オゾン層破壊 c.酸性雨 D.砂漠化 E.海洋汚染
F. 森林減少 G. 野生生物種の減少 孔途上国の公害 I.有害廃棄物
J. エネルギー資源の枯渇 K.環境ホルモン しダイオキシン
M. ゴミ開題 N. 有害物質による食品公害 o.大気汚染 P. 騒音公害






A. 保全派 B. 保存派
o r環境ホルモン」について知っているか
A. 名前だけ知っている B. 少し知っている C. 詳しく知っている
D. 知らない
O普段の生活において，環境ホルモン問題を気にかけているか。
A. おおいに気にかけている B. 少し気にかけている
c.あまり気にかけていない D. 全く気にかけていない
。以下の項目の中から f環境ホルモンjとして気になるものをあげよ。(複数百J)
A. ダイオキシン B. 農薬 C. 合成洗剤 D. カップめん容器




A. 新聞紙を燃やす B. ポリエチレンの袋を燃やす
C. 木綿のシャツを燃やす D. 塩どラップを燃やす E. 建築廃材を燃やす
O飲料容器などに使用する場合，金属缶， PETボトル，紙パックではいずれがもっ
とも環境に負荷がかかる材料だと感じるか。




A. 積極的に潜入する B. 消極的である C. どちらともいえない
舎従来のものより色，晃栄えなどが劣る場合
A. 積極的に購入する B. 活極的である c.どちらともいえない
o r高分子化合物Jという用語について知っているか。
A. 名前だけ知っている B. 少し知っている C.詳しく知っている
D. 知らない
o r化学(……物質，……技術など)Jに対するイメージについて近いほうに印をせ
34 係数大学総合研究所紀姿 主~9 号
よO
A. <明るい・暗い> B. <有益・有害 C.<安全・危険〉
D. <親しみがある・親しみがない> E. <必要性が大・必要性が小〉
F. <平易・難解〉
。現代の化学技術についての印象は次のうちどれに近いか。
A. さらに発展させる方がよい B. 現レベルで十分である
C.技術のみが進みすぎている
0現在の環境保全型技術といえば，次のどの分野と一番結びつくと考えるか。
A.機械系 B. 土木・建築系 C. 電気系 D.情報・通信系
E. 分析化学系 F. 合成化学系 G. 材料化学系
日.農林水産系 1.生態・遺{云子系 1.医薬系






A. 工学技術 B. 化学技術 C. 生態学 D. 政治・行政 E.経済
F.教育 G. 賢史 H. 倫理・哲学 1.社会学 1.宗教
0今援の環境保全にとって化学技術の発展はどのような影響を与えると考えるか


























させると， r温暖化J(73.3%)， rオゾン患破壊J(63.4%)， r森林減少J(55.2%)， 













































































ら見た環境教育の中心分野を問うたところ， r理科」分野 (34.1%)， r社会j分野


































































































































12) A ・シュネイパーグロ~i境と社会J ií~j 旺i 久義他訳， ミネルヴァ:~!-~房， 1999~ド， p. 86 
42 係;教大学総合研究所紀姿 第9号
































































































13) 井上尚之;科学技術の発達と環境問題j東京i抗告， 1998ijo， p. 137 
持続的社会構築のための高分子化学の発展 45 
おり，範囲は無生物から生物まで広く全存在を護っているのである C そのことから
も，見方を転ずれば極めて総合的であり学際的であり，関係する研究環境が大変広い
といえる O だからこそこの高分子分野の真の発展が，持続可能性を支える技術の因子
の中核を担える大いなる可能性を秘めているのである。
結論
これまで現在の深刻な環境破壊の大きな原因のーっとみなされてきた20世紀の直線
型科学技術について開題点を指摘してきた。そして新しくスパイラル型科学技術を提
唱し，それこそがこれからの持続的社会構築のための牽引の働きをするべきであるこ
とを論じてきた。さらに幾多の科，学技術の中でも高分子化学分野は技術全体の重要な
キーファクターになることを検証した。
スパイラル型科学技術は自然科学と倫理学を真に連携させた全く新しい形態でなけ
ればならない。さらに一般へのインタープリテーション 一般からのパーティシベー
ションをもって，常にフィードパックしながららせん状に前進することが求められ
る。このためには，言い換えれば，広い意味での教育が重要な役割を拐うことになろ
つ。
そして高分子化学に期待される役割は l業で述べたマイナスからゼロまで回復させ
る環境保全型材料，ゼロを維持する環境調和型材料の概念をさらに一歩進めた「環境
発展型J材料の創造である O それはゼ、ロからプラスに向かう概念であり，材料という
呉体性をもった物質からの持続性を追及する試みである。
